
■新聞記事には種類がある

① ストレートニュース ＜スジ＞＜日付もの＞ 見出しの段やハコで意味づけ

② 状況説明 解説 ＜現場受け＞＜読み解き＞ 動きが中心で批評眼が入れにくい

③ 雑報 オピニオン コラム ＜ヒマだね（涙）＞ ①②と切り離されがち

■食・科学・健康関連の記事も同じ判断・アプローチ

① 「××食品の冷凍×から異物○が見つかり」「厚生労働省は〓日、ゲノム編集の食品の届け出を…」

② 「どこに出回っているの」「監督官庁 こうしてます」「専門家 …」「消費者 心配だなあ」
「どうして起きたの」「○○ってこんなものです」

タイムラグ

③ 「製品回収のコストはたいへん」「ゲノム編集をどう思う？」「リテラシー高めよう」



■ 記事をアウトプットするまでの流れ 文化くらし報道部の記者の場合
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記者の思い
「こんな動き、みなさんどう思いますか？」

◆「科学的に疑問のある団体の活動を取り上げるの
は見識を疑う」という反応もあった。

◆社会の動きの一つとして、取り上げることはある。
（議論喚起）

◆実は…
編集サイドは「３総」を打診してきたが、そこまでの
話ではないと押し返した経緯。

◆レイアウトに意図を込められないネット時代の難しさ。

【事例】ある生協がゲノム編集食品を扱わない と決めた １９年６月２５日朝刊第２社会面「ハコ」



【事例】コラム 食のおしゃべり ２０２０年１月６日
「カフェインに注意『知らぬ間に取りすぎ』をどう防ぐ」アピタル
朝日新聞デジタルの医療メディア

記者の思い「根拠を重視」「必要以上に悪影響を煽らない」

◆反響が大きかった 入試シーズンの始まりにあわせた

◆聞いたことはあるが詳しい情報が行きわたっていないモヤ
モヤした案件 若い世代が関心を持ちやすい

◆論文や調査から引用しつつ、「こういう根拠があるから、
こうした方が（しない方が）いい」

◆ デジタルは紙面記事ではやりにくい「まだ分かっていな
い」ということも書きやすい。



【事例】コラム キッチン60の手習い 2019年3月に４回連載
「食情報とのつきあい方」生活面の料理ページ内のコラム

記者の思い
「おもしろく読んでほしい」
「健康情報の見方・考え方を伝えたい」

◆ ＪＦＪ佐藤達夫さんに取材！
◆ 紙面は賞味期限が短いのが悩み



【事例】料理連載「ごはんラボ」 2019年４月～
初回紙面は「思い通りのゆで卵」
デジタル用「生卵とゆで卵、日持ちするのどっち？」

実用記事の中にも科学的根拠のない表現が使われてき
た。

「まじりっけのないおいしさ」「夏バテに豚肉」「スタミナがつく」

読者のなかに「ものさし」ができず
「なんとなく」選んで「なんとなく」食べることにつながっている
のでは、という反省があった。

読者はたくさんの情報に触れながら生活している。
頭と手（行動）がバランスよく動くための情報は

「なんでそうするの」「そうしないとどうなるの」
調理科学、食品衛生、根拠のある料理記事にしたい。

メディアの横のつながりを


